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精神障害者のくらしと医療を考える仙南ネットワーク
“県立精神医療センター富谷市移転は

これまで名取で培ってきた「にも包括」を崩壊させる！”
（※精神障害にも対応した地域包括ケアシステム）

8/9（木）精神障害者のくらしと医療を考える仙南ネットワークでは、7月23日に地元報道社によ
る「東北労災病院、宮城県立精神医療センターの移転合築問題 9月にも基本合意締結か」報道を受
け県への要請を行いました。仙南ネット8名が参加し、保健福祉副部長他3名が対応しました。仙南
ネットが県に撤回を求める要望書を出すのは２度目。代表からは「県立精神医療センター富谷市移転
は、これまで名取で培ってきた「にも包括」を崩壊させる！」と訴え、参加した精神医療ユーザーか
らも移転に伴う問題点などの指摘とともに、精神医療ユーザーに対する配慮に欠ける村井知事の発言
についても指摘した意見が出されました。

また、翌10日には4病院再編統合･移転反対の署名簿4万8000筆を提出した地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会の要請活動が行われ、約5万人の署名を重く受け止め4病院再編構想の白紙撤回を求め
ました。代表からは「日本の医療制度の下では、黒字は難しい。合築、統合で展望が見出せるように
言うのは欺瞞」と指摘し、救急医療についても「仙台市内は、一週間で1,000件が救急対応できてい
ない状態。2病院が仙台市外に出て行くことの展望はあるのか？」という問われ、県「仙台市外から
の受け入れも対応できるようにしていることも背景にある。」とのこれまでと同様の回答。参加した
医療団体からも「具体的なものが示せていない状態での基本合意か？受療権の保障に対する意見を言
う場がないのでは？」との意見が出されました。
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精神障害者のくらしと医療を考える仙南ネットワーク

県立精神医療センターの富谷市移転の白紙撤回を求める要望書

さて、7月23日に地元報道社による「東北労災病院、宮城県立精神医療センターの移転
合築問題 9月にも基本合意締結か」報道を受け、県立精神医療センター富谷市移転の白
紙撤回を再度求めるものです。
県立精神医療センターは、旧名取病院以来、65年を越える歴史の中で徐々に偏見を克服

しながら、現在の施設とネットワークがつくられ、精神医療センター職員と協力者によっ
て、グループホームが県内では先駆けてつくられ、地域で支えるネットワークが、名取市
を中心に県南各市町に拡大してきた歴史があります。
2月20日に取り交わされた日本赤十字社との「確認書」には新たに『精神外来機能につ

いて協議を進める』と明記されましたが、デイケアや訪問看護はなく外来機能を残すだけ
では取り残される患者さんの問題解決にはなりません。患者さん達は慣れ親しんだ主治医
に診てほしいのです。
精神疾患をお持ちの方は、ただ通院して診察を受け、服薬して治療を続ければ良いとい

うわけではありません。
医療や福祉をはじめとした様々な方の関わりがあってこそ、一人ひとりが医療とのつな

がりを途切れさせることなく、地域生活を可能にするものです。なかには、地域での支援
を受けながら、長い時間をかけて一人で通院できる力を取り戻していく方もいますが、富
谷市への移転構想によって当事者の方々の症状や生活に不安をもたらしていることは大き
な問題です。
県諮問機関である精神保健福祉審議会では、議論の中心は「県立精神医療センターの富

谷移転」となり、今年2月の審議会では県南の包括ケアへの打撃を懸念し「富谷市移転反
対」の意見が大勢を占めました。5月の審議会においては「病院整備の確実性の高い富谷
市明石台において、精神医療センターの移転整備を進めたい」との県の考えが示されまし
たが、批判が相次ぎ、18名の委員の総意に基づき「（県の考えは）認められない」という
会長の意見が出されました。
また、県精神科病院協会から「県立精神医療センターの富谷移転に対する見解」（R4.11.

24）、「精神医療センターの富谷移転と合築に関わる問題点」（R4.11.24）、「「県立精神医療
センターの富谷移転に関する協議確認書」に対する疑問」（R5.2.27）、「県委託のコンサル
タント会社の報告を受けて-外来30人の衝撃-」（R5.4.27）など、県が示す再編方針に対し
て反対意見や問題点の指摘があります。
以上のことから、県立精神医療センター富谷市への移転について白紙撤回を求めるもの

です。

以 上
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宮城県の４病院再編 市民団体が計画中止を改めて要請へ
https://www.khb-tv.co.jp/news/14981815

2023年8月15日 khb東日本放送

宮城県が進める仙台医療圏の4病院を再編する
計画について、地域住民らでつくる市民団体は計
画の中止を求める要請書を改めて県に提出すると
明らかにしました。

県が進める仙台医療圏の4病院を再編する計画
は、名取市の県立がんセンターと太白区の仙台赤
十字病院を統合して名取市に、名取市の県立精神
医療センターと青葉区の東北労災病院は経営主体
を残したまま富谷市に集約する方針です。

15日は再編に反対する市民団体のメンバーら6人が県庁で会見を開き、地域医療へ悪影響を及ぼす
として中止を求める要請書を18日に改めて県に提出すると発表しました。

東北労災病院を守る会・島田福男代表幹事「40年から70年の長きにわたり地域に深く根差してき
た医療機関の存在をあまりにも軽視するような宮城県の医療政策は断じて許すことはできません」

県は再編計画について2023年度のできるだけ早い時期に基本合意を結ぶことをめざしています。
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